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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程が体系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程の教育課程は，基本教育目標，学習教育目標に基づき，各学科に共通する一般科目と学

科毎の専門科目で構成されている（資料５－１－①－１）。本校では，高等専門学校設置基準に基づ

いて，卒業に必要な修得単位を167以上（そのうち一般科目75単位以上，専門科目82単位以上）と定

めているが，実際は余裕をもって172単位を開講している（資料５－１－①－２）。開講されている

科目は，ほとんど必修科目として履修と修得を義務づけているが，一部は，共通選択科目や選択科目

となっている。それを５学年にわたって無理なく学習できるように配慮して，学年別履修単位数は32

～37単位としている（資料５－１－①－３）。授業科目は，低学年では主として一般科目が，高学年

になるにつれて専門科目が多くなるように教科科目の順次性，体系性，バランスにも考慮してくさび

形になっており，教育の目的に照らして学年ごとに適切に配置されている（資料５－１－①－４）。 

 以上の教育課程編成の基本方針を具体的にするために，一般科目を担当する教員組織の総合科学科，

専門学科の機械工学科・電気電子工学科・制御情報工学科・物質工学科のカリキュラムが定められて

いる。このことが学生にもわかるように，シラバス総論部分でも「教育目標」，「カリキュラムの編

成方針」及び「学習上の留意事項」を明示している（資料５－１－①－５）。本科の教育課程は，平

成５年度から実施している。毎年部分的な見直しを行い，時代の要請にも応えられるものになってい

る（資料５－１－①－６）。 

 なお，教授内容及びその水準については，各科目の担当教員が高校，高専及び大学で用いられてい

る教科書を使用したり，資格試験の参考書等を参考にして作成した資料に基づいているため，学習・

教育目標を達成するのに十分なものとなっている（資料５－１－①－７）。 

 

観点５－１－① 資料一覧 

資料５－１－①－１ 教育課程の体系性と科目系統図 

       （出典：平成19年度シラバスより編集） 

資料５－１－①－２ 教育課程表  （出典：平成19年度 学生便覧，pp.18～31） 

資料５－１－①－３ 履修単位数合計 （出典：平成19年度 学生便覧，p.32） 

資料５－１－①－４ 授業科目の開設状況 （出典：学生課資料） 

資料５－１－①－５ 総合科学科及び各専門学科の教育目標等 

       （出典：平成19年度 シラバス，pp.９～13） 

資料５－１－①－６ シラバス等の改善について 

       （出典：教育改善委員会資料） 

資料５－１－①－７ 教科書   （出典：新編 高専の数学１） 
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資料５－１－①－１ 

 

機械工学科の学習教育目標毎の一般・専門科目別、必修・選択科目別、講義、演習、実験・実習科目系統図 
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資料５－１－①－１続き 
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資料５－１－①－１続き 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準５ 

- 136 - 

資料５－１－①－１続き 

 

電気電子工学科の学習教育目標毎の一般・専門科目別、必修・選択科目別、講義、演習、実験・実習科目系統図 
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資料５－１－①－１続き 
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資料５－１－①－１続き 
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資料５－１－①－１続き 

 

制御情報工学科の学習教育目標毎の一般・専門科目別、必修・選択科目別、講義、演習、実験・実習科目系統図 
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資料５－１－①－１続き 
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資料５－１－①－１続き 
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資料５－１－①－１続き 

 

物質工学科の学習教育目標毎の一般・専門科目別、必修・選択科目別、講義、演習、実験・実習科目系統図 
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資料５－１－①－１続き 
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資料５－１－①－１続き 
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資料５－１－①－１続き 

 

 

 

（出典：平成 19 年度シラバスより編集） 
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資料５－１－①－２ 

教育課程表 
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資料５－１－①－２続き 

教育課程表 
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資料５－１－①－２続き 

教育課程表 
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資料５－１－①－２続き 

教育課程表 
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資料５－１－①－２続き 

教育課程表 
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資料５－１－①－２続き 

教育課程表 
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資料５－１－①－２続き 

教育課程表 

 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，pp.18～31） 
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資料５－１－①－３ 

 

 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p.32） 
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資料５－１－①－４ 

 

授業科目の開設状況（機械工学科） 
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資料５－１－①－４続き 

 

授業科目の開設状況（電気電子工学科） 
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資料５－１－①－４続き 

 

授業科目の開設状況（制御情報工学科） 
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資料５－１－①－４続き 

 

授業科目の開設状況（物質工学科） 
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資料５－１－①－４続き 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－１－①－５ 

 

総合科学科の教育 

教育目標 

総合科学科は、国語、数学、英語などの一般科目を担当する教員の組織です。高専の卒業生が実践的技術者とし

て産業界で活躍するためには、専門的な知識や技術の習得だけでなく、幅広い知識と豊かな教養を身につけ人間性

を高めることが大切です。そのための教科が一般科目です。何事もしっかりした土台なしには、専門的なものを身につ

けることはできません。一般科目は専門科目を学ぶ上での大事な基礎でもあります。 

一般科目は、一般教養科目と基礎専門科目から成り立っており、本校の全学科の学生の必修科目になっていま

す。一般教養科目は国際化に対処できる能力と情操豊かで健全な社会人の育成を目指す科目です。学ぶ内容は幅

広く、高校の普通科目に近い内容から、大学の教養科目に近いものに及びます。基礎専門科目（応用数学，応用物

理）はどの専門学科にも共通する問題に対して対処できる基本的な能力を養うことを目指しています。いずれも、順次

基礎的なものから応用的なものへ、5年生の「共通選択・一般科目」を含め、高学年まで授業が行われています。また、

総合科学科では、1・2年の学級担任を担当して、本校の人間性教育の重要な部分を担っています。同時に、専攻科

の「共通一般科目」の講義も担当しています。 

 

カリキュラムの編成方針  

カリキュラムの内容は文科系と理科系に大別されます。 

文科系カリキュラムは、国語、外国語（英語、ドイツ語）、社会、保健・体育、および芸術からなり、低学年では、基礎

的学力の育成と教養的知識の習得、高学年では、社会人になるための幅広い教養と豊かな人間性の涵養を基本方

針として編成されています。最近では、「コミュニケーション・スキル国語教育」を導入したり、英語のTOEIC 受験を義

務づけて、それを目標とする授業科目を作るなどして、大きな変革を実施しています。  

理科系カリキュラムは、数学・応用数学、物理・応用物理、および化学・生物のグループからなり、各教科とも、低学

年では、基礎的学力の育成と科学的なものの見方や考え方の習得を、高学年では、より複雑で高度な問題への対処

能力の育成を基本的な方針として編成されています。平成16年度からは、2年生の「数学Ⅰ」４単位を習熟度別クラス

編成にするなど、教育効果を上げるために様々なことが実施されています。  

文科系および理科系カリキュラムとも、単位数は低学年で多く、高学年になるに従って、順次専門科目と入れ代わっ

て少なくなるという「くさび形カリキュラム」をとっています。 

 

学習上の留意事項  

日々の授業を通じて基礎的学力を身につけることに努めてほしいと思います。そのためには、自宅（学寮）での自発

的な学習習慣をつけることが何よりも大事です。日常の予習・復習をおろそかしないことが肝要です。具体的な履修上

の注意や内容については、各教科のシラバスを参考にして下さい。  

学生諸君が本校で過ごす5年間は、一生の中でも最も大切な時期です。この時期は何事に対しても感受性が鋭く、

心身ともに成長著しい時期です。学力だけでなく、他人と意思の伝達を自由にできるコミュニケーション能力や社会適

応能力を是非、身につけてほしいと思います。クラスの友人たちとの交流や学校行事、あるいは部活動等に積極的に

参加することで、知らず知らずのうちに、このような能力を身につけることができるはずです。幸い、本校には学寮があ

り、多数の寮生が共同生活を営んでいます。寮生活はコミュニケーション能力や社会適応能力を身につける絶好の機

会でもあります。学寮では規則をよく守り、行事等にも積極的に参加してほしいと思います。また、新聞やニュース等に

目を向け、社会の動きにも関心を持つことが大事です。 

高専は5年間一貫教育なので、受験勉強に煩わされることなしに、自分のペースで好きな分野の勉強をしたり、読書

や芸術鑑賞あるいは部活動やボランティア活動に打ち込んだりすることができます。しかしながら、怠けてしまうと落第

「原級留置」ということにもなります。本校の特色を良く理解し、日々努力すれば、得るものは非常に大きいはずです。 
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資料５－１－①－５続き 

 

機械工学科の教育 

教育目標  

エネルギーを有効な仕事に変換するモノ，それを機械と呼びます。機械工学科では，機械を設計・製造す

るのに必要な知識と実践的技術を教授します。５年間の一貫教育で，諸君を「モノが造れる機械技術者」，

「世界に挑戦する機械技術者」に育てあげることを目的としています。 

 

カリキュラムの編成方針  

機械工学科の最初のページを見て下さい。これから学ぶ科目名と単位数，学ぶ学年が記してあります。１

年生は，英語，数学，国語などの一般科目にまじって，週５時間（５単位分）だけ機械工学(専門)の学習を

します。１年生と２年生が専門への導入部です。３年生から急に専門の科目数と単位数が多くなり，４，５

年生になると，授業のほとんどが専門科目になります。 

表の科目を，さらに専門の立場から分類しましょう。機械工学科のカリキュラムは，大きく五つのブロッ

クから構成されています。 

第一ブロックは、機械工学の基幹科目で、機械工学の中心をなす科目（材料力学から機構学まで）の講義

です。各授業中に学力を定着させるための演習も含みます。ここで，機械工学に関する興味と基礎学力を身

につけます。 

第二ブロックは、実験，実習，製図で代表される実践的・体験的科目です。実験と実習に計10単位， 製

図，ＣＡＤに計11.5単位と，多くの時間をさいています。これが本学科の大きな特徴です。与えられた課題

を正確にこなす実践的技術を身につけます。 

第三ブロックは、メカトロおよび情報関連科目です。機械工学は，メカトロ技術と情報技術に密接に関連

します。その基礎として，メカトロニクス，計測・制御工学， マイコン制御，情報処理，数値解析を学び

ます。 

第四ブロックは、理学と工学の接点としての応用数学，応用物理です。機械の運動を数学的に処理する知

識と，現実の問題を，簡単なモデルに置き換え，現象の理解を深める力を身につけます。 

第五ブロックは、卒業研究および論文作成に関する科目です。卒業研究，機械工学ゼミがそれにあたりま

す。卒業研究を高専教育のゴールと位置づけ， これに多くの時間(1４単位)をあてています。卒業研究で

は，未知の世界に踏みこむ積極性と自主性が問われます。また， 得られた結果を，相手に正確に伝える能

力を身につけます。 

第一ブロックから第四ブロックまでで，実践的技術者としての知識と技術を，第五ブロックで問題対応能

力を身につけます。 

表に示した科目は全て必修科目です。その外， 選択科目(ページK-5～K-18)もあります。好みの科目を積

極的に受講してください。 

 

学習上の留意事項  

勉強は積み重ねが大事ですので，低学年から予習・復習を心掛けてください。機械工学科では力学系の科

目が多く，専門の本を読むときは数学は言葉と同じような役目をしますので，数学にはとりわけ心を砕いて

ください。また何事にも積極的に取り組む姿勢が大切です。実験，実習は自ら手を動かして進んで体験して

ください。共同作業も多いですから相手のことを考えた行動が必要です。思いやりを持って取り組んでくだ

さい。分からないところはオフィスアワーを利用して先生に質問してください。資格試験にも挑戦してくだ

さい。 
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資料５－１－①－５続き 

 

電気電子工学科の教育 

教育目標 

 電気電子工学科では、現代社会に欠くことのできない『エレクトロニクス』、『情報・通信』、『電気エ

ネルギー』の３分野を教育内容の柱とし、各分野のバランスのとれた学習を通じて急激に発展する産業界で

活躍できる創造性豊かな総合電気電子技術者の養成を目指しています。具体的には、家庭の各種電化製品の

便利な機能と深く関わるエレクトロニクスやマイクロコンピュータの活用、コンピュータによる情報処理と

ＩＴやインターネットなどと密接に関係する情報通信、それにこれらの電気電子機器やコンピュータから新

幹線まであらゆるところで不可欠な電気エネルギーの発生等、電気電子の基礎から応用までをアナログ、デ

ィジタル両面から学習することができます。 

 また高学年で、必要な科目を選択して修得しさらに定められた実務経験によって第２種電気主任技術者の

資格認定を受けることができます。 

 教室での授業以外に、インターンシップ(工場実習)や工場見学で実社会の見聞を広め、卒業研究では教員

の個人的で密接な教育指導を受けながら、研究テーマの選定、研究の進め方、論文のまとめ方、プレゼンテ

ーションの仕方等を学び、自分で計画・立案・実行できる技術者を育てる環境が整っております。 

 

カリキュラムの編成方針 

 電気電子工学科では『エレクトロニクス』、『情報・通信』、『電気エネルギー』を３本柱にしてカリキ

ュラムを編成していますので、科目数が多く全ての科目を学生全員が学ぶことは不可能です。そのため４，

５年生では並列選択制を取り入れています。自分の希望する就職や進学、取得したい資格などを考えて、エ

レクトロニクス・情報通信系および電気エネルギー系のいずれかの科目を選択することになります。 

 専門科目の基礎となる電気磁気学、電気回路などは低学年から取り入れ時間をかけて学習できるようにし

てあり、さらに１年生では電気電子基礎、創造実習等を学びます。 

 本学科では「実験しながら考える」ことをモットーにしておりますので実験・実習を重視しており、各分

野における実験を通して、講義で学んだ内容をより確実に身に付けられるようにしております。実験実施後

は必ず報告書を提出することなっています。 

 またコンピュータに関係しては、１年生から５年生まで満遍なくプログラミングや情報処理について演習

中心に学び、高学年ではｅ－ラーニング教材によるＩＴ教育も取り入れ、ハードウェアからネットワークシ

ステムに関するソフトウェアまでを学習してマルチメディアに対応できる基礎を身に付けることができるよ

うにしています。 

 

学習上の留意事項 

 電気電子工学の分野では自然現象に基づいて成り立っている物理的な部分と、計算で導かれる数学的な部

分がありますので、両者を両輪として学習する必要があります。 

 公式等暗記すべきこともありますがむしろその公式の意味をしっかりと覚えることが重要です。また計算

して答えを出すことが多いので数学との関係が特に深く、なかでも三角関数、微分・積分、複素数・ベクト

ル、方程式の解き方等は確実に身に付けておかねばなりません。 
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制御情報工学科の教育 

教育目標 

コンピュータ技術、電子技術、機械技術を融合した統合型システム技術は、現代の高度工業技術を象徴す

る複合技術であり、家電製品、自動車、福祉、医療など生活に密着したものから、航空機や工場の生産設備

に至るまで広範囲に応用されています。  

制御情報工学科は、統合型システム技術の進展に対応し、コンピュータ技術を基本に電子技術、制御・機

械技術を統合した広い技術分野に携わる実践技術者の育成を目標としています。具体的には、統合型システ

ム（ メカトロニクス）技術の例としてロボットを挙げることができます。 

本学科では、このような統合型システム機器の設計、開発に必要な知識や技術を体系的に教育することを

最大の目標としています。加えて、実験実習を重視し、体験を通じて学んだ実践的な知識の涵養に力を入れ

ています。近年の情報処理技術の進展に対応し、ソフトウェアや情報ネットワーク分野の教育にも十分に配

慮しています。ソフトウェアを志向する学生には、在学中に情報処理技術者資格の取得に挑戦させていま

す。４，５年の教育に関しては、ＪＡＢＥＥ対応教育プログラムに対応させています。また、英語力の高度

化のためにも力を入れています。 

 

カリキュラムの編成方針 

現在、本学科の教育は３つの柱から成っている。第１の柱はコンピュータ、第２はエレクトロニクス、そ

して第３は制御・機械技術であります。第１ の柱であるコンピュータ教育は、最も重要な基本技術とし

て、１学年から５学年までに、プログラミング言語、ハードウェア、ソフトウェア、マイクロコンピュー

タ、ネットワーク技術など合計２０単位を有機的かつ効果的に配置し充実を図っています。４学年終了時ま

でには、基本情報技術者資格に十分な課程を教授しその資格取得を奨励しています。第２の柱、エレクトロ

ニクス分野では、３学年から５学年にわたって、電子回路、電気工学、論理回路、電子デバイス、計測工

学、信号処理など１３単位の科目を配置しています。第３ の柱である、制御・機械分野では、１学年から

５ 学年までに機械電気製図、材料力学、制御工学、システム制御、ロボット工学など１８単位の講義を組

んでいます。 

これらの専門講義科目に加えて、実験実習を２学年から５学年にわたり１０単位用意しています。また、

創造力を育成するため２学年に、創造実習を１単位用意しています。教育分野は、電気・電子分野、制御・

機械分野、情報分野にわたっておりその履修は必修になっています。 

最後に、４年生後期の創造工学ゼミおよび５年生の卒業研究では指導教官による個別指導のもと、学生が

自主的、計画的、継続的に問題解決取組み、創造力と応用力の育成を図っています。さらに、成果を、公開

の場で口頭発表し、また論文にまとめることを必修とし、プレゼンテーション力や論理的表現力の育成にも

力を入れています。 

 

学習上の留意事項 

１）英語、数学、国語、物理の基礎科目は専門科目を学ぶための基礎学力となるものであり、１年から３

年までの低学年において特に意欲的に勉強して欲しい科目です。また、数学、物理と電気・電子系、

制御・機械系の専門科目とは密接な関係があります。 

２）実験・実習は最も重要な科目です。積極的に手を動かして体験してください。体験して、その面白

さ、驚き、難しさなどを実感してください。 

３）講義でわからないところは、オフィスアワーを利用して、遠慮なく先生に質問してください。 
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資料５－１－①－５続き 

 

物質工学科の教育 

教育目標 

物質工学科では、物質を構成する元素、分子の基本的な分野の学習から、これらの化学技術を応用した化

学工業の分野まで幅広く学習します。 

これまで化学工業は、エネルギー（石油・石炭等）を多量に消費する事により、我々の生活欠くことので

きないプラスチック、繊維、ゴム、医薬品、農薬等の化学製品を作ってきました。しかしこれらの製品もこ

れからは、体積の数百倍もの水を吸収する吸水性樹脂（紙オムツ等に使用）等のような高機能性を持つ物質

にしていくことが求められています。さらに地球の温暖化や環境汚染を防ぐために、生物の行っている反応

を化学工業に取り入れることにより、地球にやさしい化学工業とすることができると考えられます。そこで

本学科では、２１世紀の化学技術の方向は材料化学とバイオテクノロジーであると考え、これらの基礎を学

び、環境問題に配慮した新しい科学技術に対応できる技術者を育成することを目的としています。 

 

カリキュラムの編成方針 

１年から３年までは共通のカリキュラムで学び、４年次に物質コース（新素材の開発や製造技術等を学

ぶ）と生物コース（バイオテクノロジーに関する基礎や応用技術等を学ぶ）の２コースに分かれて専門を深

く学習するコース制をとっているのが物質工学科の特徴です。（コースの選択は希望と適性により決定いた

します）以下に、物質工学科の特徴的なカリキュラムを紹介します。 

(１)まず物質工学科の全体像を良く知ってもらうために、１ 年生の「物質工学概論」で物質工学科の教員

全員がそれぞれの分野の特徴的な実験を通して解説します。 

(２)物質工学の基本となる化学の基礎を学ぶために１年「基礎化学演習」では、一般化学で学んだ内容を演

習(計算)形式により深く学習します。２年「工業化学特論Ⅰ」では、専門科目への導入として無機化学

及び有機化学の基礎を学習します。さらに、「工業化学特論Ⅱ」では、「乙種第４類危険物取扱者」の

資格取得のために演習問題を中心に学習し、資格の取得をめざします。 

(３)ものづくり、独創性を養う科目として２ 年生に「創造実習」があります。豊かな独創性と自由な発想

で化学のものづくりに挑戦してください。 

(４)実験重視の教育をめざす本学科は、実験能力と技術の向上、およびレポート作成能力を身につけさせる

ために２年生から４年生まで「物質化学実験」１０単位、コース実験２単位を実施しています。「物質

化学実験」の内容は分析化学実験(２年次)、無機化学・生物・有機化学実験(３年次)、化学工学・物理

化学実験(４年次)となっています。４年のコース実験は材料工学実験・生物工学実験をコース毎に分か

れて行います。 

(５)５年の「外国語雑誌会」は英語文献の翻訳と発表を行い、４年・５年の「工業英語」の学習と併せて化

学英語能力の向上をめざします。 

(６)５年間の学習の集大成として「卒業研究」(１２単位)を行います。卒業研究は指導教官の個別指導によ

り研究のノウハウのみならず化学技術者として必要な知識・センスを学び、創造性豊かな技術者の育成

をめざします。その準備段階として４年後期で「物質工学基礎研究」を行います。 

 

学習上の留意事項 

１～２年生では化学の基礎計算や資格試験のために計算能力やレポート作成能力が必要です。数学・国語

等の基礎学力をしっかり身につけること、また座学と実験は関連づけられているので総合的に学習するこ

と、さらに４～５ 年では化学の英語力が問われます。日常的な学習に留意してください。 

 

（出典：平成19年度 シラバス，pp.９～13 
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教務主事殿 

教育改善委員会からの改善報告と依頼＃２ 
− シラバス様式、カリキュラム検討、教務事務サイト−  

平成 18 年 12 月 8 日 

 教育改善委員会委員長 飯島政雄 

 

 シラバスの作成時期となりました。来年度シラバスの記入様式およびカリキュラムの検討につい

て改善事項を当委員会で審議しましたので、ここに報告いたします。この結果を教務委員会にお諮

りいただき、ご検討をお願いします。 

 

（１）平成１９年度シラバスの様式 

○ 特に問題はなく、授業内容を項目ごとに週単位で記入する今年度の様式と同様でよい。 

○ 記入方法についての説明が不十分である。次のことを明示すべきである。つまり、「関連科

目」とは、その基礎となる科目と次の発展となる科目の両方を示していること：さらにJABEE

プログラムにおける科目の流れ図（自己点検書 表６）に対応していること：「学習教育目標

A〜G」も科目別学習保証時間（自己点検書 表４）対応していること：である。 

○ シラバス様式のエクセルファイルに付属した「進捗度チェック表」に関しては、一部簡素化

することを望む。例えば、実施した日付を記入するのではなく、実際にかかった週数を記録

すればよい。それは、シラバスの授業予定が週単位で示してあるからである。 

○ シラバスの内容について誤字脱字等を含めた不合理な表記などをチェックする体制の構築を

望む。（11月のＰＤＣＡ連絡会議で「点検評価委員会」が取りまとめる旨、了解済） 

  

（２）カリキュラムの検討 

 カリキュラムは学科毎に現在検討されているが、学科間での教科の重複や類似教科の整理・統合

などについて欠員中の「学科横断的カリキュラム検討小委員会」で組織的に点検・検討していただ

きたい。ただし、点検評価委員会での点検もあり得るので役割分担を明確にする必要がある。 

 

（３）教務事務専用サイトの開設 

 上記（１）に関連し、昨年まではシラバスの様式やオフィスアワーの記録用紙などを学内JABEE

対応小委員会のページに載せ、そこに教員がアクセスして利用するようになっていた。しかしなが

ら、すでにJABEE対応小委員会はなく、中ぶらりんの状態です。そこで、「シラバス様式」だけで

なく「申合せ事項」や単発でメール配信している教務事務の通知などについて、その窓口として教

員がいつでもアクセスできるサイトを開設していただきたい。当然ながらJABEEの学内サイトをど

うするのかも重要な課題です。 

以上 

 

（出典：教育改善委員会資料） 
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資料５－１－①－７ 
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資料５－１－①－７続き 

 

 
 

（出典：新編 高専の数学１） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程は，教育の目標に基づいて各学科の専門科目と一般科目を配置している。低学年では一

般科目を，高学年では専門科目を多く配置し，各科目が効率よく修得できるよう体系的に編成されて

いる。 

 授業で使用されている教科書は，高校，高専及び大学のそれぞれを対象にして書かれた教科書等を

使用しており，教育の目的を達するのに必要な内容，レベルが確保されている。 
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観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では，山形県内の大学と単位互換に関する包括協定を締結している（資料５－１－②－１）。 

 本校内で実施している教育課程以外に，「鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修等

に関する実施要項」等を定め，実用英検や工業英検の各級合格者及び工場実習の実施者には，その学

修を卒業認定に必要な累積修得単位数に認めている（資料５－１－②－３赤枠部分）。補充教育につ

いては，外国人留学生に対して国語等の授業を免除し，日本語及び日本の文化や歴史の授業を行って

いる（資料５－１－②－４赤枠部分，資料５－１－②－５）。 

 また，社会からの要請に応じて，学則に科目等履修生の制度や民間等共同研究員及び外国人受託研

修員の制度がある（資料５－１－②－６）。 

  

観点５－１－② 資料一覧 

資料５－１－②－１ 単位互換に関する包括協定書 

       （出典：単位互換に関する包括協定書） 

資料５－１－②－２ 鶴岡工業高等専門学校単位互換実施に関する内規 

       （出典：平成 19 年度 学生便覧，pp.91～92） 

資料５－１－②－３ 鶴岡工業高等専門学校以外の教育施設等における学修等に関する実施 

要項   （出典：平成 19 年度 学生便覧，pp.76～77） 

資料５－１－②－４ 外国人留学生の時間割 

       （出典：学生課資料） 

資料５－１－②－５ 外国人留学生に対する補充科目 

       （出典：平成 19 年度 シラバス，pp.G-39～41） 

資料５－１－②－６ 科目等履修生，民間等共同研究員及び外国人受託研修員の各制度 

       （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.17） 
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資料５－１－②－１ 

 

 

（出典：単位互換に関する包括協定書） 
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資料５－１－②－２ 

 

 

 

（出典：平成 19 年度 学生便覧，pp.91～92） 
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資料５－１－②－３ 

 

 

 

（出典：平成 19 年度 学生便覧，pp.76～77） 
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資料５－１－②－４ 

外国人留学生の時間割（赤枠部分） 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－１－②－５ 
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資料５－１－②－５続き 
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資料５－１－②－５続き 

 

 
 

（出典：平成 19 年度 シラバス，pp.G-39～41） 
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資料５－１－②－６ 

科目等履修生，民間等共同研究員及び外国人受託研修員の各制度 

（科目等履修生） 

第53条 校長は、本校において特定の科目について履修を希望する者があるときは、教育に支障の

ない場合に限り、選考の上科目等履修生として入学を許可することがある。 

２ 校長は、前項に規定する科目等履修生に対し、本校の定めるところにより、単位の修得を認定

することができる。 

３ 前２項に関し、必要な事項は別に定める。 

  第13章 民間等共同研究員及び外国人受託研修員 

（民間等共同研究員） 

第54条 校長は、本校の教育、研究に支障がない場合に限り、民間機関等に現に在職する研究者を

民間等共同研究員として受入れを許可することがある。 

２ 前項に関し、必要な事項は別に定める。 

（外国人受託研修員） 

第55条 校長は、本校の教育、研究に支障がない場合に限り、外国人受託研修員の受入れを許可す

ることがある。 

２ 前項に関し、必要な事項は別に定める。 

 

（出典：平成 19 年度 学生便覧，p.17） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学生の多様なニーズに対応して，他の高等教育機関で修得した単位を認定する規定を設けている。

また，実用英検や工業英検で合格した学生や工場実習の実施者に対しても所定の単位を認定している。

さらに，留学生のニーズに対応するため，日本語等の補充教育を行っている。 

 以上から，本校の準学士課程は，学生のニーズ，学術の発展動向，社会からの要請に対応した教育

課程の編成に十分配慮している。 

 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

（観点に係る状況） 

 本校では，学則の第一条において「本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づ

き，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする」と規定している。こ

の目的に照らして，一般科目・専門科目の配置，必修と選択科目の配置が考慮され，講義，演習，実

験・実習の授業形態をバランスよく配置している（資料５－１－①－１参照，資料５－１－①－４参

照）。 

 授業では，２年生での数学Ⅰにおいて，二つのグループに分けた習熟度別授業を実施している。理

解の不十分な学生には，数学Ⅰの基礎的知識の定着，理解が進んだ学生には，より進んだ知識の定着

に主眼を置いた授業を行っている（資料５－１－①－５赤アンダーライン部参照）。また，円滑な意

思疎通の方法を身につけさせるため，国語の授業でコミュニケーションスキル教育を実施している

（資料５－２－①－１）。さらに，５年生の語学演習では，ＴＯＥＩＣ得点別授業を４学科の共通科
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目として同時に実施している（資料５－２－①－２）。実験・実習では，ほとんどの実験グループに

指導教員のほか，技術職員も配置され，実験・実習の進捗状況に応じたきめ細かい指導が強化されて

いる（資料５－２－①－３）。 

 また，前期末の段階で単位修得が困難であると予想される学生には，定期試験の他に，「特別指

導」制度を導入し，特別な指導を受けることができるように配慮している（資料５－２－①－４）。

さらに，オフィスアワーを設け，学習相談や学習困難者への個別の指導も行っている（資料５－２－

①－５）。 

 

観点５－２－① 資料一覧 

資料５－２－①－１ コミュニケーションスキル教育  

        （出典：平成19年度 シラバス，p.G-11） 

資料５－２－①－２ ＴＯＥＩＣの結果とクラス分け 

        （出典：学生課資料） 

資料５－２－①－３ 平成19年度技術室職員教育支援科目 

        （出典：学生課資料） 

資料５－２－①－４  平成１８年度前期特別指導 

        （出典：学生課資料） 

資料５－２－①－５ オフィスアワー  （出典：教育点検評価委員会資料） 
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資料５－２－①－１ 

 

 

（出典：平成 19 年度 シラバス，p.G-11） 
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資料５－２－①－２ 

平成 18 年度 TOEIC の結果 
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資料５－２－①－２続き 

 

平成 18 年度 TOEIC のクラス分け 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－２－①－３ 

平成19年度技術室職員教育支援科目 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－２－①－４ 

 

平成１８年度前期特別指導 
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資料５－２－①－４続き 
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資料５－２－①－４続き 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－２－①－５ 
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資料５－２－①－５続き 
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（出典：教育点検評価委員会資料） 

（分析結果とその根拠理由）  

 教育の目的に対応して，講義，演習，実験・実習等の授業形態のバランスは適切であり，それぞれ

の授業科目において，教育内容に応じた様々な学習指導上の工夫がなされている。 

 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

（観点に係る状況）  

 シラバスの作成は，本校の「基本教育目標」に沿って，「教育目標」，「カリキュラムの編成方

針」，「学習上の留意事項」をわかりやすく説明することに留意して行っている（資料５－１－①－

５参照）。さらに，個々の教科のシラバスでは，「授業の概要」を述べ，その授業が本校の学習・教

育目標のどの分野に関連するのかがわかるようになっている。各シラバスには，関連科目や四半学期

毎の授業内容，教科書，参考書，評価方法と基準なども明示している（資料５－２－②－１）。シラ

バスが教育課程編成の趣旨から逸脱しないか，あるいは内容が学生にわかりやすいかを教育点検評価

委員会がチェックし，教育改善委員会が書式，項目等の改善を教務委員会に建議している（資料５－

２－②－２，資料５－１－①－６参照）。 

 作成されたシラバスは，冊子にして全教員に配布している。教員は，毎年授業開始時にシラバスに

よって授業内容を学生に説明し，シラバスに沿った授業を定着させている（資料５－２－②－３）。

成績評価もシラバスに記載された内容を遵守して行っている（資料５－２－②－４）。また，各専門

学科の学生には，関連する部分を小冊子にして配布しているほか，全冊子を図書館等に常備していつ

でもみられるようにしている（資料５－２－②－５）。アンケートの結果から学生がシラバスによっ

て試験範囲の確認をしたり，成績の自己評価で有効に活用していると言える（資料５－２－②－３参

照）。 

 

観点５－２－② 資料一覧 

資料５－２－②－１ 授業の内容   （出典：平成 19 年度 シラバス，p.G-3） 

資料５－２－②－２ 教育方法等についての点検・評価 

        （出典：教育改善委員会資料） 

          シラバス点検依頼に対する回答 

                      （教育点検評価委員会資料） 

資料５－２－②－３ シラバスの活用  （出典：教育改善委員会資料） 

資料５－２－②－４ 成績評価   （出典：学生課資料） 

資料５－２－②－５ シラバス・学生便覧の展示（出典：図書館資料） 
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資料５－２－②－１ 

 

 
 

（出典：平成 19 年度 シラバス，p.G-3） 



鶴岡工業高等専門学校 基準５ 

- 188 - 

 

資料５－２－②－２ 

 

平成 18 年 11 月 8 日 

教育点検評価委員会委員長  

澤 祥 先生 

教育改善委員会 飯島政雄 

 

実施済みの教育方法等についての点検・評価のお願い 

 

 昨年度実施した下記の事項について、来年度に向けた改善案作成の資料としたいのでよろ

しく点検、評価をお願いします。若干のコメントを付記しましたので参考にして下さい。 

 下記のうち、（１）のシラバス様式については早急に点検していただき、１１月２７日ま

でに点検結果をお知らせ願いします。あとはできるところからで構いません。 

記 

（１）Ｈ１８シラバス 

◎ シラバスの様式（記載項目等）は適切か？（問題点や不具合について評価し

て下さい） 

◎ 進捗度チェック表の様式（記載項目等）は適切か？（同上） 

◎ その他、シラバスに関すること（序文の内容、配布の仕方、利用の仕方な

ど）はどうか？ 

（２）学科横断的カリキュラム 

◎ 検討・実施がなされているか？ そしてその評価は？（昨年度末に環境系科

目の整理・統合を専攻科− 本科の当該科目担当者で検討したはず） 

◎ 「学科横断的カリキュラム等検討委員会」は活動しているか？（現在は休眠

中です。これをどう判断されるか） 

（３）習熟度別授業 

◎ ２年数学の習熟度別授業の成果と問題点は？ 今後も継続か？（数学科から

の報告書にもとづいて点検評価できるはず） 

（４）その他（これらの点検は困難で時間がかかり、すぐには無理でしょう。） 

○ カリキュラム構成（今のままでよいのか；上記（１）にも関連） 

○ 学習支援措置（「追認試験」や「特別指導」の適切さ、編入学生への支援措置） 

○ 学修単位の是非（功罪は何か） 

○ 教育・学習環境（教室の空調、教室・実験室等の利用度） 

○ 入試方法（試験方法はよいのか；アドミッションポリシーはよいのか） 

○ Ｈ１９シラバスの科目毎の記載内容、評価方法の点検（実際に誰が行なうべき） 

以上 

  

（出典：教育改善委員会資料） 
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資料５－２－②－２続き 

 

平成１８年１１月２７日 

教育改善委員会委員長 飯島政雄先生 

教育点検評価委員会委員長 澤 祥 

 

シラバス点検依頼に対する回答 

 

１１月８日付けでご依頼のあった「シラバス様式」の点検結果についてご回答申し上げま

す。なお、今回は委員の日程調整の関係で、教育点検評価委員会を開催できなかったので、

持ち回り会議の形式で委員長が各委員の点検結果と意見をまとめ、ご報告いたします。なお

各委員の意見は、所属学科の他の教員の意見も反映されたものとして示してもらうよう依頼

しました。 

 

◎ シラバスの様式（記載項目等）は適切か？（問題点や不具合について評価して下さい） 

・様式については、ここ数年大きな変更はなく定着してきており、記載項目等に大きな問題

は認められない。 

 

◎ 進捗度チェック表の様式（記載項目等）は適切か？（同上） 

・進捗度の記載がやや煩雑で面倒との意見があった。しかし、逆に現行の形式によって進捗

度をつかみやすいとの意見もあり、来年度も現形式を踏襲しその後に再検討すべきとの意見

があった。 

 

◎ その他、シラバスに関すること（序文の内容、配布の仕方、利用の仕方など）はどうか？ 

・序文の内容と表現は、学生向けにはやや「固い」との意見があった。学生の理解と興味を

より向上させるような記述が望まれる。 

・配布方法の改善点を指摘する意見はなかった。 

・シラバスの利用は年々向上し改善されてきているが、前期後期の始めと試験前後に集中し

ているとの意見があった。日常的に利用されるよう努力するべきとの指摘がある。そのため

には、低学年からの習慣化が必要で、学校としての対応が必要との意見が出された。 

以上 

 

 

（出典：教育点検評価委員会資料） 
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資料５－２－②－３ 

 

 

 

（出典：教育改善委員会資料） 
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資料５－２－②－４ 

 

平成18年度 成績評価シート（講義用） 

 

不開示情報 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－２－②－５ 

シラバス・学生便覧の展示 

 
 

（出典：図書館資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 シラバスには，学習・教育目標や概要，授業内容，達成目標，評価方法，教科書等などが明確に記

載されており，各科目の理解すべき内容，成績の自己点検や授業の進捗状況の確認等ができるように

配慮されている。 

 シラバスは，全教員並びに学生に配布され，図書館にも常備しており閲覧できる環境を整えている。

教員は，実際に毎年の授業開始時にシラバスによる説明を実施し，学生は成績評価等の自己点検で活

用している。 

 以上のことから，適切なシラバスが作成され，活用されている。 

 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況） 
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 各学科では，「創造実習」という科目をおき，「自ら調べ，自ら作り，自ら評価する」ＰＢＬ型授

業を導入している。機械工学科では，ブリッジコンテスト，制御情報工学科では，タワーコンテスト

を実施するなど各学科の特徴を生かして取り組んでいる（資料５－２－③－１～２）。 

 また，実践的な技術者育成という目的に沿って，開校以来，企業でのインターンシップを重視して

おり，４つの学科とも４年次で「工場実習」ができるようにしている（資料５－２－③－３）。実習

後には報告書を提出させ，派遣先から証明書をもらい，それを本校以外の「教育施設等における学

修」として認め，１単位を卒業累積単位数として扱っている（資料５－１－②－３赤枠部分参照，資

料５－２－③－４）。引き受け企業の数は，好況・不況によって変動の差はあるが，毎年，60％前後

の学生が履修している（資料５－２－③－５）。 

 

観点５－２－③ 資料の一覧 

資料５－２－③－１ 創造実習 （出典：平成 19 年度 シラバス，p.M-14,E-8,I-11,B-13） 

資料５－２－③－２ 創造実習実施要領 

      （出典：制御情報工学科資料） 

資料５－２－③－３ 工場実習 （出典：平成 19 年度 学生便覧，pp.78～80） 

資料５－２－③－４ 工場実習実施証明書 

      （出典：学生課資料） 

資料５－２－③－５ 工場実習参加者数 

      （出典：学生課資料） 
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資料５－２－③－１ 
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資料５－２－③－１続き 
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資料５－２－③－１続き 
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資料５－２－③－１続き 

 

 

（出典：平成19年度 シラバス，p.M-14，E-8，I-11，B-13） 
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資料５－２－③－２ 

 

２００６年１０月３日（火） 

 

平成 18 年度 制御情報工学科２年 「創造実習 ― タワーの製作」 

モノづくり課程実施要領 
 

        指 導 教 員  渡邉 隆之 

        技術指導員  未定 

 

１．始めに 

 本実習は、今までの勉強で得た知識や感覚を活用し「モノづくり」を体感し、モノを作る喜びお

よび創意工夫により改善する喜びを感じてもらうことを目的としている。 

このような目的を達成するために、教員側は最小限の資材を提供するのに対し、学生側は最大限の

成果物を得るように努力してもらうことになる。得られた成果物は、成果発表会を通して評価され

ることになる。 

 

２．創造実習において期待すること 

 本実習においては、次の幾つかの点について期待している。今回は創造実習教育を取り入れた最

初の試みであるため、簡単な製作課題を課している。今回の進行状況を見ながら、課題や実施方法

について改善してゆく予定である。それでは、次に期待する項目を挙げる。 

 １）何かモノを作ることに興味を持って欲しい 

  ○今年理工科系を嫌う学生が増えてきている。幸いにして高専生には、そのような学生は少な

いと思う。モノを作る、あるいは創造する喜びを経験する機会が少なくなっているのではな

いか。創造する機会を与えたい。 

  ○自由な発想の下で、原始的な材料を用いて自らの意思で創造する喜びを経験して欲しい。 

  ○自らの創作物の優劣を競い合う経験をして欲しい。 

 ２）専門教育への導入部 

  ○専門教育を受ける前に、モノを作ることにより専門的な匂いを感じてもらいたい。 

   少し力学的なことも考えてもらいたい。 

  ○モノを製作するときどのような工学的学問が必要になるだろうか、ということを推察して欲

しい。現在市販されている製品ではどのような学問が使われているか中々推察しにくいの

で、無意識に作れる簡単なモノ作りでさえ工学的知識が必要であることを知って欲しい。 

 ３）教えられるのではなく自ら学ぶ授業（自主的な取り組みがポイントになる） 

  ○普通の授業では、教師は学生に知識を与え学生は教師から教えられるものという固定観念が

ある。このような固定観念に支配されると、自主的な知識の習得や独自のアイデア等が生ま

れにくくなる。モノ作りを通して、自主的に考える習慣と姿勢を学んで欲しい。 

  ○自主的に知識を吸収する喜びを知ってもらいたい 

 ４）学生各個人の創造性の発揮 

  ○本授業はテーマを与えるのに対し、学生が独自のアイデアでモノを創造することになる。し

たがって学生の創造性を育むことに期待する。 

 ５）モノ作りの主役は学生である 

 ６）教師側は環境面と材料を提供する 

 

２．学校側で用意する材料 

 学生は、学校側より提供される材料以外の材料を使うことが許されない。ただし、鉛筆、消しゴ

ム、コンパス、ノート、参考書などは、制限から除外される。 

 提供材料： はさみ、Ａ３ケント紙（１人当り２枚）、糊、定規 
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４．課題製作の実施要領 

 １）課題創作の検討 

 ２）概念設計（人真似はしない、独自性をだすよう努力する） 

 ３）詳細設計（A4 で１ページにまとめる） 

 ４）設計案（A4 で１枚）の提出と申告：申告後変更は不可 

 ５）加工・組み立て 

 ６）成果のプレゼンテーションと製品評価の実施（プレゼンテーションのやり方も勉強する）、

完成品は申告案と比較する 

 ７）要求項目：高さ１ｍ以上、安定性があること 

 

５．評価のポイント 

 評価においては、次の点を考慮する。 

 １）実習態度 

 ２）申告通りの完成品になっているかどうか（設計図を事前に提出） 

 ３）製品の完成度はどうか 

 ４）高さとタワーの安定性はどうか（安定していて高さがあるほど高評価） 

 

６．実施スケジュール（後期中間） 

 １０月０３日：創造実習のガイダンス 

 １０月１０日：製作課題の検討と概念設計 

 １０月１７日：詳細設計 

 １０月３１日：申告案の提出と加工と組み立て 

 １１月０７日：加工と組み立て 

 １１月１４日：成果のプレゼンテーションと製品評価 

 １１月２１日：成果のプレゼンテーションと製品評価 

 １１月２８日：後期中間試験開始  

 後期中間期間はここまで 

以上 

 

（出典：制御情報工学科資料） 
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（出典：平成19年度 学生便覧，pp.78～80） 
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（出典：学生課資料） 
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工場実習参加者数 

 

（出典：学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 創造実習によるＰＢＬ型授業を通して，アイディアの創出から形にするまでの一連の作業によって

創造性を育む教育が実践されている。 

 各学科では，工場実習を取り入れ，多くの学生が参加し，企業から実習証明書を得るなど，実践的

技術者の育成にインターンシップが活用されている。 

 


